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0グ ハウス委員会では 6月 13曰 世界を知

るシリーズ第15回に前国連大使の大島買三氏を

講師としてお迎えし 「日本と国連Jと いう演

題で 講演いたださました。

定晨80人 のところ 当日参加の方もいらっし

ゃl1 90人 を超える参力D者で ログハウスの大

ホールは熱気に包まれました。控えめて 自分

に与えられていた任務を的確に公平に遂行され

ていたこ様子でありますが 合気道で鍛えてい

らっしゃるという日本文化も慄にお持ちの前大

使の 世界の開発と繁栄に向けたこれまでの取

り組みには熱いものを感じたところです。

日本と国連の役割や 世界の中での日本とい

う グローバルな視点からの話は 興味深いものがあ

りました。また 日本は国連への高額な拠出金を出し

ているにもかかわらず 常任理事国人りしない訳など

も納得のいくもので これから私たち日本がやら/」け

ればならない部分も多くあり 勉強になりました。

例えば 自衛隊のPKO参 加や 国際公務員を職とし

て選ぶこと。さらには さまざまな国際機関の中で

日本人職員の少なさなど (現在は■ネスコの局長のみ

とのこと).身 近なところでは日本人の英語力.石 い

方が聴けば 本当に1将来の道じるべになるようなお話

411 英語ておしやベリ ツヽ― 卜3

426 M FA理 事会

426 中国語でおしゃべり

513 日本語講師のためのレベルアップ研修会

520～  第43回外国人のためのポランティア日本語

講座 (722 修了式)

53, WELCOMC to MIFA

5 31 M FA総 会

613 大島賢三前国連大使請演会

も織り込まれていて '時 間半もあっという間でした。

質問に答える形でしたが ご自分の人生を振り返リ

高校生の時に1年間ミネツタで暮らしてそれが刺激に

・」って 「外務省Jを 目指したのかな。という志の原点

を聴き もう少し 前大使のイ固人的な部分も知りたい

と思ったのは 私だけではなかったでし 、う。

現在は訓CA副 理事長としてその能力を発揮されてい

らっしゃるとのこと。益々のご活躍と 私たち日本の

ためにその能力を発揮されることをお祈tlいたしまし

て 感謝とともにヘンを置きます。

620 ABCて 遊ぼう

620 ようこそ守谷へ2009

725 26 JCA研 修員ホームステイ

822 23 北守谷地区慶祭り出店

829 30 きらめき守谷夢彩都フェスタ2∞ 9出展

99 16 ボランティア構師のための請習

942 英語ておしやベリ バー ト4

927 第12回M FAフ ェスタ2∞ 0「われら地球人」

930～  第44回外国人のためのポランティア日本語

講座 (122 修了式予定)



活動しませんか
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都市交流委員会

200953, We come to MIFA

総務委員会
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総務委員会の担当は 各委員会との連絡調整 他

ED体との交流 協会運営に関することで 独自の事

業としては国際理解ワーキンググループの運営を行

なっています。そのほかに 会費の徴収 会員名簿

の管理 ポランティア名簿の管理 パソコン 電

話 ファクシミリの管理などの庶務的な業お 市の

行事や他の委員会に属さない事業の企画 運営な

ど MFAの 全般的な業務を行なっています。

庶務的な業務以外の具体的な事業としては 実行

委員会形式で行なう 「M FAフェスタJ「イヤーエン

ドパーティJの 企画 運営 市なとの他の団体が行

都市交流委員会は 次の3事業を企画 運営して

います。ただし それにこだわる事なく新しい活動

も模索しています。

基本Olに第3土曜日の午後に委員会を開催してお

り 年齢層も多様にわたり 自分に出来る範囲で

楽しくを基本に活動しておりますので気楽に参加し

てもらいたいと思っています。

●姉妹3市 との交流

ドイツ連邦共和国マインフルク市及びアメリカ合

衆国クリーリー市との市民交流の促進

●近隣在住外国人との交流

タト国語にかかわる取り組みをする委員会で,.

●「英語でおしゃべり」

難しい文章の英語を本で学ぶ古い方法をとらず

やさしい単語で自分が言いたい事を話せるように準

備された集まりです。歌 ゲームや小グルーフでテ

ーマを決めディイスカッションするコーナーもあll

ます。4回目を9月 12曰に行ないました。

●「中国語ておしやべり」

多数の中国の方の協力を得て閲かれました。中国

伝統楽器二胡の演奏も飛び出し なごやかに盛り上

なう 「きらめき守谷夢彩都フェスタJ「ようこそ守

谷へJへ の出展 他の国際交流団体との交流の企画

があります。

総務委員会に所属すると M FA全 体の動きがよ

くわかります。毎月第1土曜日の運営委員会前の時

間を使い 午後 5

時からログハウス

事務室で委員会を

行なっています。

ぜひ 委員会をの

できに来 て下 さ

い。

M FAサ ロン |プラジル移民のお話 キムチ作り

など)

●ホームステイ事業

ホームステイの機会を提供し 日本の文イヒ 生活

体験をしてもら

い 国際交流を

促進する。

(」CA研 修員や

筑波大学外国人

留学生の短期受

け入れなど)
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●「ABCて 遊ぼうJ

子ども向けの取り組みにたくさんの親子が集いま

した。英語を習った事もない子どもたちも英語だけ

のリー ドで 楽しんでいました。

こんな催しをして欲しいというリクエストや こ

ういう事なら私も手伝えるという事がありました

ら ぜひお申し出

くださt).

私たちは参加型

の委員会です。い

っしょに楽しい集

まりの企画に参加

しませんが.
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日本語講座委員会
“

饉 鵬 機 ■l鮨 饉 藪 経 饉 滋
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熱心に講習会に参加しています。

講師は 特段の資格を必要としていませんが 年

に数回開催される日本語講座委員会主催の「日本語

ボランティア講師のための勉強会Jに参加されて

教授漱のスキルアッフをされている方もいます。

講習会を通して

講師と受講生との信

頼関係ができますの

で ぜひ 皆様も

「外国人のためのポ

ランティア日本語請

座Jに参加をしてく

ださい。

経 燎 凛 お

"

藤 機 露 嘉 繊 斎 競 蒻 鵬 擁 薪 蔵 議

会Jを 隔年で交互に開催します。コンサー トは過去

12回毎年開催してきましたが 3年前から隔年にし

コンサー トを開催しない年は市の国際交流員等の講

演会を開催することにしました。コンサー トはルー

マニア合唱団やアフリカ ウクライナ モンゴル等

民族楽器を使った

伝統的な民族き楽

を企 画してい ま

す`,

企画の段階から

一緒に活動してく

れるメンバーを募

集しています。
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日本語講座委員会は 副|れない日本での生活をし

ている外国人の方々に 一日でも早く環境に親じめ

るよう 「外国人のためのボランティア日本語講座J

を開催しています。

「ポランティア日本語講座」は年に3度開催してお

り 1講 座は原則10日間 (毎週水曜日に開催)で 構

成されています。また 開催場所は守谷市国際交流

研修センター (ログハウス)を 使用しています。

受講生は アメリカ プラツル 中国 ドイツ

イン ドネシア タイなど多彩な国々から日本に来ら

れた方々で 皆さんは日本語を早く上手になろうと
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ログハウス委員会は MFAの 活動拠点である 「□

クハウスJを 活用し 二つの事業を企画 運営して

います。

●世界を知るシリーズ

イスラエル 南アフリカ エチオヒア チIコ 等

駐曰大使本人の講演会をこれまで15回開催しまし

た。今年は大島買三前国連大使から国連での日本の

立場を直接伺うことができました。大使館主催のパ

ーティーやバザー等に招待されることもあります。

●世界を知ろう

「M FAコ ンサー ト」と 「国際交流に関する講演

青年交流委員会は 昨年度 (平朦 0年度)は エコ

キャップの回収 (4面参照)や マインブルク市民と

スボーツ交流をしたりしました。

「海タトから来た方に限らず 委員会を通して知リ

合ったたくさんの人たちも 自分の大きな財産にな

ることは間違いありません。輛 苅彩菜 談)」

守谷市に限らず 学生に限らず いろいろな人と

交流や人間関係を作ることができます。もちろん |

自分の友達を学校や守谷市以外から青年交流委員会

に加入してもらっても構いません♪

その際に チェキでの写真登録やブロフィール用

紙を記入してもらっています。みんなが新しい人や

途中から入った人が分かるようにして いつでも気

軽に参加できるようにするためのご協力として 必

ずお願いしています。
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青年交流委員会

20071124 チェコ大使講演会
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それ以タトにも昨年の委員会でスリランカの話を聞

いて援助の話や実際に視察してみたいといろいろな

意見が出ました。それを今年度は具体的にどうする

かなどを皆で検討してもいいと思いますじ 基本的

には 皆であれをやろう |これはどう?な ど自由に

意見を出し それを全員で分担しやってみましょう。

「去年のように活動的であってほしい。その為に

は 役員でなくてもそれぞれが青年交流委員として

の自覚と責任

を持ち積極的

に行動し 企

画を提案して

楽しんでほし

い。(大曽根

舞 談」

2011927 定例委員会
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5月 13日と9月9日  16日 の2回  日本語ボランティ

ア講師のための勉強会が開催されました。

茨城県日本語教育ア ドバイザーを講師にお願いした

もので 講習内容は非常に分かりやすく 受講した人

からも好評を得ました。

日本語講座が続けられる

のも講師たちのこうした地

道な努力があればこそ.在

住外国人支援の一つのなり

方として 今後も続けてい

きたい事業です。

例年 青年交流委員会が主体とな って行な っている

北守谷地区夏祭り出店。今年はヨーヨーつりや飲み物

販売で参加しました。今年マインフルク市へ行った青

少年海外派遣団の子

ども達のM FAの 行

事初参加で,。 この

子ども達の中から

これからの14 FAを

J口うメンバーが出る

ことを増待していま

す。

|エコキャップ回収御礼 ■
昨年から青年交流委員会が始めたエコキャッフの

回収,7月 末までに37600個 を回収しました,800

個でホリオワクチン1人分が購入できます.

ご協力ありがとうございました.

「英語でおしゃべLJ」CD
9月 12日 「英語でおし,,べりJバ ー ト4が  ログハ

ウスで行なわれました。

今回のテーマは 「裁半J員制度J.ば かにゲームとし

て 「この夏 何をした ?J/.と 前3回に負けない濃い

内容でしたが 参加した人たちもだいぶ慣れてきたの

か ディスカッションも大いに盛り上がっていました.

協力頂いているネイティプスピーカーの都合もあっ

て いきなリディスカッシ∃ンに入りましたが 参加

者のレベルの差

もあまり大きく

なく リーター

の人の慣れもあ

り うまく運営

することができ

ました.
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今回 のゲ ス トは 5人

tネバール エチオヒア

メ■シヨ バングラデシ

ュ グァテマラ)で した.

研修員のお国 自慢は

DVDを 使ったりして 分

かりやすいもので 皆さ

んには和太鼓を体験していただくなど楽しんでもらえ

たと思います。

●ホストフアミリーの感想

ネバール人は筈が使えるという先入観があ りたが

ナイフとフォークを使って食べたので驚いた。

いつも思うことだtJ いろいろな国の人と言

`せ

てと

でも楽しいし勉強に/●る.そ の都度新鮮だ。

5日前にゲス トが決まったので準備不足になって残

念.せ めて 10日前には知らせてほしい。

いつもの生活にゲス トが加わるだけで特別なことは

しなか ったが 楽しんでもらえてよかった。

8月 29日 30日 の[曰 問 守谷駅西□広場を会場に

さらめき守谷夢彩都フェスタが行なわれました。

今年はMFAの PRだ けでなく 不用品を持ち寄リバ

ザーを行ない寄付金も含め 17116円 が集まりました。

この売り上 ずはユネスコを通じ 世界の恵まれない子

どもへ贈られます。例えば 10000円 でマラリア防止

用の蚊帳が19張り

5000円 では40人

分の学用品と教 ll

セットなどで,.

これからも機会

があれば支援 を続

けていきます。

嘉 轟「1面冨百〕
との交流会
21世紀東アジア青少年大

交流言―画の一環として 日本

とメコン流域諸国の1冨広い分野での交流を促進する「曰

／

１

ｌ

ｋ

…
午後1時30分～4時

―
午後4時～6時

メコン交流年 20"J.

そつ公式イベントとして

伝統芸能分野における交

流が実施され MFAま

来曰する舞踊団のうちラ

オス国立音楽舞踊団 10

人を受け入れますて,

′


